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脂肪腫は 4"，  6%の頻度で比較的まれである。本邦の胃
指肪腫報告例 35例について見ると，女性にやや多く， 
50才代に多発している。また約 70%が前庭部に発性
し，噴門部に認められた症例は未だ報告されていない。 
66.潰蕩性大腸炎の経過観察のー症例について
中山博・大津鏡・
小沢弘備(沼津市立)
潰蕩性大腸炎の比較的初期と思われる一例に遭遇し， 
8カ月間のステロイド療法を経て，全結揚摘出の経験を
得たので， X線像を中心に報告した。症例は最近岩手県
から転地した 14才の女子。 45年 4月中旬より鮮血を混
えた便が続いた。入院時貧血を認めたが，そのほか特に
所見はない。直腸鏡でははじめ潰蕩がわからず，粘膜は
浮腫状，凹凸は少し苔状粘液状の白い上皮が網目状に
縦横に走っていた。ブローべでは慢性大腸炎であった。 
1ヵ月後には米粒大の潰療がみられ，粘膜の凹凸は増強
した。 X線検査では，針状突起，辺縁ニ相像，けばたち
像を認めたが， Haustraは維持されている。 3カ月後
には全結腸に無数のポリープが出現し， Haustraは消
失している。さらに 1カ月後， 3ヵ月後の X線像では，
ポリープが少くなくなり， Haustraも少し出現したが，
臨床的には増悪し， 結局， プレドニン 662.5mgリンデ
ロン 1007.5mgが無効で，手術となった。経過良好で近
く退院する。 
67. 胃癌とまぎらわしき胃疾患 4症例
吉川正宏・中村武・揚朝明・
志村寿彦・槍田 努(中村外科病院)
症例1.55才女性，浸潤型の胃癌と考え胃切除術を行
なったが，胃リンパ肉腫であった。
症例 2.40才女性， Borrmann II型の胃癌として胃
切除術を施行したが，胃細網肉腫であった。文献上胃肉
腫の胃悪性腫蕩に対する発生頻度は 1"，  3%で，このう
ち悪性リンパ腫が最も多い。
症例 3.39才男性， 1年前鼻腔内悪性黒色腫摘出術を
受けており， X線ならびにファイパースコープで，この
胃壁内転移として胃切除術を行ない，組織学的にも悪性
黒色腫であった。悪性黒色腫の胃転移はまれとするもの
から 20%にみられるとするものまであった。
症例 4.37才女性，胃全域におよぶ胃癌とし胃全摘出
術を行ない，摘出標本でも浸潤型の進行癌と思われた
が，病理組織学的には癌細胞はどこにもなく，粘膜下組
織の著明な線維性肥厚であり， Linitis p1astica (増殖
性胃炎)であった。文献上，真のLinitis p1asticaは
きわめてまれと考えられている。 
68. 胃切除術に偶発せる心筋梗塞の一治験例
根本幸一(川崎胃腸病院)
胃十二指腸潰蕩の 54才の女性に胃切除を行なったと
ころ，軽度の心筋便塞を偶発した。
術前検査では，軽度の貧血以外に著患を認めない。麻
酔は・ GOFによる全麻で行なったが， 麻酔直前に  1分
間， 150の頻脈が認められた。従ってこのころに心筋梗
塞が起こったものと推測される。手術当日の夜と， 1日
目の夜に最高血圧が 90ぐらいに低下した。 2日目の心
電図検査で，多くの誘導に対称的な陰性の Tを認めたの
で，心内膜下便塞ではないかと判断して，ウアパニン，
ペルサンチン，チトクローム C，ATP. Bl' B12などの
注射および、酸素吸入を行なった。術後は経過順調で，対
称的な陰性の Tは約 3週間以上持続したが， 4週間自に
はほぼ平低化して，再度のアタックも無く，術後 33日
自に無事退院した。
改めて，術前心電図検査の重要性を確認するととも
に，さらに運動負荷試験の施行が望ましい。 
69.最近経験した 2，3の症例について
松尾成久・佐々木一元(川崎胃腸病院)
最近私どもの病院で経験した興味ある症例を 2，3報告
する。
症例1.48才男性，約 2週間前よりの右季肋部痛，発
熱を訴えて来院したもので，ファイパー十二指腸スコー
プによる胆道X線造影で，総胆管の著明な拡張および結
石陰影を認め，バイオプシーでファーター氏乳頭炎を確
認し，慢性炎症による乳頭部の狭窄および機能不全によ
って生じた総胆管結石と診断し，経十二指腸総胆管十二
指腸吻合術(乳頭形成術)を施行して，治ゆさせた。
症例 2.64才女性，約 I年前より繰り返す右季肋部痛
および発熱を訴えて来院。胆道X線検査および腫癌触知
で胆のう癌と診断し，胆のう摘出術を行なったもので，
手拳大の乳噴腫状腫癌が胆のう内腔のほとんどを占め，
胆石を合併していた例である。 
70.最近 1年間における肝内胆管結石症 5 .f9IJについて
植竹光一・小池良夫・
曾野文豊(植竹病院)
当院では， 一昨年来， 症例を選び， (A)経皮的胆管
造影あるいは (B)手術中の胆管造影を行なって，胆道
系疾患の診断をより確実にする努力をしてきた。最近一
年聞に，肝内胆管結石症 5例を経験したので報告する。
